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11 月号令和2年

龍郷町に移住しました
地域おこし協力隊がインタビューしました

 好評連載

令和元年度  一般会計決算
成人式の準備はお済ですか？
本場奄美大島紬
購入費等助成制度

健康寿命をのばして健“幸”に
フレイル対策３つの柱

龍郷町の人口　令和２年９月末現在(前年比)　3,127世帯（+17） 男2,918人（+14） 女3,116人（+29） 計6,034人（+43）



歳 出
総 額

6,050,830千円

普通建設事業
1,588,740千円

26.3%

災害復旧事業費
5,425千円　0.1%

人件費
788,593千円

13.0%

扶助費
763,161千円

12.6%

公債費
752,463千円

12.5%

物件費
751,108千円

12.4%

補助費等
660,445千円

10.9%

維持補修費
積立金
繰出金

740,895千円

12.2%

その他の経費
2,152,448千円

35.6%　　　
投資的経費
1,594,165千円

　26.3%

義務的経費
2,304,217千円  38.1%

歳 入
総 額

6,198,181千円

町税
525,907千円

8.5%

使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入
繰越・寄附金・諸収入
389,018千円

6.3%

繰越金
39,159千円

0.6%

地方交付税
2,789,252千円

45.0%

国県支出金
1,502,464千円

24.2%

町債
798,383千円

12.9%

その他の依存財源
153,998千円

2.5%

自主財源
954,084千円

15.4%

自主財源
８万円 15.5%

依存財源
5,244,097千円  84.6%

依存財源
43万７千円  84.5%

支 出
月 間

50万４千円

収 入
月 間

51万７千円

食費（人件費）

６万６千円  　　

13.1%

ローン返済
（公債費）

６万３千円  12.5%

家・庭の改修工事等
（普通建設費等）
13万３千円　26.4%

夫の給料
（町税）
４万４千円

8.5%

貯金取り崩し（繰入金）３千円　0.6%
事業収入（使用料及び手数料）
９千円　1.7%

子ども達への仕送り
（繰出金）２万９千円　5.7%

電気代等の
生活費

（物件費）
６万２千円  12.3%

保険料・交際費等
（補助費等）

５万５千円

10.9%

貯金
（積立金）
２万５千円

5.0%

車の補修等
（維持補修費等）
７千円  1.4%

その他の経費
17万８千円

35.3%　　　

義務的経費
19万３千円   38.3%

医療費・学費等
（扶助費）

６万４千円  12.7%

親からの援助
（地方交付税・地方譲与税・国庫支出金

県支出金・その他）
37万円  71.5%

借金（地方債）
６万７千円  13.0%

投資的経費
　13万３千円

　26.4%

妻のパート（その他収入）
２万２千円　4.3%

不動産収入（財産収入）
２千円　0.4%

家計簿に
置き換えると…

家計簿に
置き換えると…

一般会計決算額を千分の一に縮小し、
12ヶ月で割って一般家庭の家計簿に
置きかえて表しています。

令和元年度龍郷町
一般会計歳入歳出の性質別状況

（地方財政状況調査資料より）

令和元年度龍郷町
一般会計決算の状況

（地方財政状況調査資料より）

○令和元年度歳入歳出決算規模
　令和元年度の歳入歳出決算規模は、前年度と比較して歳入３億
４千９百万円、歳出３億６百万円それぞれ増額となりました。こ
れは、平成30年度から繰越事業となった奄美自然観察の森整備事
業及び道路事業等並びに龍南中学校屋内運動場整備事業による
投資的経費が増額したためと考えられます。                   

 

 

■歳入歳出決算規模の推移

■地方交付税と町税の推移

■地方債の状況

年度

年度

年度

地方債とは…自治体が借金をする行為または借金そのものを指します。自治体の予算で
は、その年度に使うお金はその年度に得る収入（町税や地方交付税など）で賄うことに
なっていますが、それでは多額の費用がかかる事業を行うことは困難なため、その財源不
足を補う手段として自治体がお金を借り入れる「起債」という制度があります。

単位：百万円

単位：百万円

単位：百万円
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■投資的経費の状況
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■基金残高の状況

年度

単位：百万円

単位：百万円

単位：円

単位：百万円

■人件費　■扶助費　■公債費　■職員数
職員数：正職員の総数(特別会計や一部事務組合への派遣職員も含んでいます。）

義務的経費とは…必ず支出しなければならない経費、または容易に減らすことが出来
ない経費をいい、人件費・扶助費・公債費（その年度の借金の返済金）がこれにあたります。

投資的経費とは…普通建設事業・災害復旧事業の総体をいい、主に公共事業などの社会
資本整備のための建設事業費を指します。地域経済の活性化には必要な経費ですが、投資
的事業に依存し、財源不足を補うため安易に地方債（借金）を増発すれば、将来的に財政圧
迫の原因ともなります。

・H22補助事業の増は、地域情報通信基盤整備事業、小学校
大規模改造事業が主な要因

・H24補助事業の増は、小学校・屋内運動場の改修事業が主な
要因

・H25災害復旧事業の減は、奄美豪雨災害復旧事業の完了が
主な要因

・H26補助事業の増は、小・中学校屋内運動場の改修事業が主
な要因

・H28補助事業の増は、都市再生整備事業（りゅうがく館建設）
が主な要因

・H29投資的経費が減少したのは、翌年度（Ｈ30）への繰越事
業が増えたことが主な原因

・H30投資的経費が増加したのは、前年度（Ｈ29）からの繰越
事業が増えたことが主な原因

・Ｒ１補助事業の増は、前年度（Ｈ30）からの繰越事業（龍南中
学校屋内運動場整備事業、防災強靭化事業等）が主な要因 

国県支出金 その他
地方消費税交
付金（社会保
障財源化分）

その他

高齢者福祉事業 126,952,602 781,000 14,269,200 3,949,000 107,953,402

障がい者福祉事業 320,784,872 229,716,234 9,980,000 81,088,638

児童福祉事業 544,259,889 282,759,808 36,097,780 16,932,000 208,470,301

小計 991,997,363 513,257,042 50,366,980 30,861,000 397,512,341

介護保険事業 101,216,000 6,673,495 3,149,000 91,393,505

国民健康保険事業 89,410,000 29,335,834 2,781,000 57,293,166

後期高齢者医療事業 129,140,448 23,784,784 657,000 4,018,000 100,680,664

小計 319,766,448 59,794,113 657,000 9,948,000 249,367,335

予防接種事業 13,543,762 421,000 13,122,762

母子衛生事業 26,283,372 3,354,000 818,000 22,111,372

健康増進事業 10,063,106 1,324,000 1,328,960 313,000 7,097,146

小計 49,890,240 4,678,000 1,328,960 1,552,000 42,331,280

1,361,654,051 577,729,155 52,352,940 42,361,000 689,210,956

社
会
福
祉

社
会
保
険

保
健
衛
生

合計

事業名 経費

財源内訳

特定財源 一般財源

引上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる
社会保障施策４経費
その他社会保障施策に要する経費

歳入  地方消費税交付金（社会保障財源化分）
歳出  社会保障4経費その他社会保障施策に要する経費

令和元年度決算額
42,361,000円

1,361,654,051円

■社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費

100人 98人 99人 98人 98人 98人 100人 98人 101人 102人
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■投資的経費の状況
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■基金残高の状況

年度

単位：百万円

単位：百万円

単位：円

単位：百万円

■人件費　■扶助費　■公債費　■職員数
職員数：正職員の総数(特別会計や一部事務組合への派遣職員も含んでいます。）

義務的経費とは…必ず支出しなければならない経費、または容易に減らすことが出来
ない経費をいい、人件費・扶助費・公債費（その年度の借金の返済金）がこれにあたります。

投資的経費とは…普通建設事業・災害復旧事業の総体をいい、主に公共事業などの社会
資本整備のための建設事業費を指します。地域経済の活性化には必要な経費ですが、投資
的事業に依存し、財源不足を補うため安易に地方債（借金）を増発すれば、将来的に財政圧
迫の原因ともなります。

・H22補助事業の増は、地域情報通信基盤整備事業、小学校
大規模改造事業が主な要因

・H24補助事業の増は、小学校・屋内運動場の改修事業が主な
要因

・H25災害復旧事業の減は、奄美豪雨災害復旧事業の完了が
主な要因

・H26補助事業の増は、小・中学校屋内運動場の改修事業が主
な要因

・H28補助事業の増は、都市再生整備事業（りゅうがく館建設）
が主な要因

・H29投資的経費が減少したのは、翌年度（Ｈ30）への繰越事
業が増えたことが主な原因

・H30投資的経費が増加したのは、前年度（Ｈ29）からの繰越
事業が増えたことが主な原因

・Ｒ１補助事業の増は、前年度（Ｈ30）からの繰越事業（龍南中
学校屋内運動場整備事業、防災強靭化事業等）が主な要因 

国県支出金 その他
地方消費税交
付金（社会保
障財源化分）

その他

高齢者福祉事業 126,952,602 781,000 14,269,200 3,949,000 107,953,402

障がい者福祉事業 320,784,872 229,716,234 9,980,000 81,088,638

児童福祉事業 544,259,889 282,759,808 36,097,780 16,932,000 208,470,301

小計 991,997,363 513,257,042 50,366,980 30,861,000 397,512,341

介護保険事業 101,216,000 6,673,495 3,149,000 91,393,505

国民健康保険事業 89,410,000 29,335,834 2,781,000 57,293,166

後期高齢者医療事業 129,140,448 23,784,784 657,000 4,018,000 100,680,664

小計 319,766,448 59,794,113 657,000 9,948,000 249,367,335

予防接種事業 13,543,762 421,000 13,122,762

母子衛生事業 26,283,372 3,354,000 818,000 22,111,372

健康増進事業 10,063,106 1,324,000 1,328,960 313,000 7,097,146

小計 49,890,240 4,678,000 1,328,960 1,552,000 42,331,280

1,361,654,051 577,729,155 52,352,940 42,361,000 689,210,956

社
会
福
祉

社
会
保
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保
健
衛
生

合計

事業名 経費

財源内訳

特定財源 一般財源

引上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる
社会保障施策４経費
その他社会保障施策に要する経費

歳入  地方消費税交付金（社会保障財源化分）
歳出  社会保障4経費その他社会保障施策に要する経費

令和元年度決算額
42,361,000円

1,361,654,051円

■社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費

100人 98人 99人 98人 98人 98人 100人 98人 101人 102人
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このページは久留米大学医学部看護学科の学生と
龍郷町役場保健福祉課後期高齢者保健事業係が共同で作成しました。
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　今年度の各体育大会、運動会は、規模縮小や、入
場制限を設けるなど工夫を凝らし、開催されました。
また社会福祉法人竜泉会（浦）の職員は龍南中学校、
龍瀬小学校、大勝小学校、健児保育園に出向き、体
温測定を行うボランティアを実施。発起人である職員

の松元松代看護
師は「発熱者が来
場することはな
く、安心して競技
が進められたと思
う」と語りました。

　人口減少と地域経済の縮小という課題に対して、地域
で暮らす人々 や事業者の視点を活かし、共に考え、解決策
の実行を促すことを目的に設立された「たつごうみらい
会議」。今年で3年目となる同会議は、高校生、子育て世帯
の主婦、事業者ら新たな委員で構成され、スタートしまし

た。座長は福本洋孝
さん（町商工会経営
指導員）、副座長は圓
山和昭さん（町子ど
も会育成会会長）が
選出されました。

　今年の秋名アラセツ行事は、運営委員会の決定
により、「ショチョガマ」は中止、「平瀬マンカイ」は
秋名アラセツ行事保存会の会員らで行われまし
た。平瀬マンカイでは、例年より観客数は少ないも
のの、変わらない神秘的な雰囲気が広がり、浜での

八月踊りでは笑
顔が溢れていまし
た。令和３年アラ
セツ行事は９月15
日開催予定です。

　秋の全国交通安全に先立ち、交通安全パレードの
出発式が行われました。奄美地区安全運転管理協議
会青年部長の川畑稔仁さん（浦）は「交通事故は1度
発生すると当事者はもちろんのこと、多くの人に影響
が及びます。しっかりシートベルトをしましょう。」と

挨拶しました。ま
た、式には赤徳・大
勝保育所、健児保育
園の子ども達も参
加し、笑顔でパレー
ドの出発を見守りま
した。

　コロナの影響により開催が延期されていた町民と
語る会。各集落で事前に質問を集約し、代表者のみ
が参加する少人数制で開催しました。初日は嘉渡生
活館（秋名校区）で行われ、「なぜ町内に幼稚園がな
いのか」「オスプレイの低空飛行をやめてほしい」等

の要望・質問があり
ました。回答につい
ては後日とりまとめ、
駐在員を通して各
公民館等に設置予
定です。

奄美地区安全運転管理協議会

しっかりシートベルトを

令和2年秋名アラセツ行事

コロナ対策により縮小開催

小中学校、保育園の運動会・体育大会
入口にて体温測定ボランティア

　NPO法人フードバンク奄美(大津幸夫理事長)と
町は、地域支援の食料提供に関して合意を結びま
した。これにより、安全に食べることができるにも
かかわらず破棄されてしまう食品を、町や福祉施
設を通して必要な方に届けることができます。この

日は、全国各地か
ら届いた米約150
キロと非常食約
500食分を提供
頂きました。

NPO法人フードバンク奄美
行政とともに必要な方に届けたい

令和２年度町民と語る会
１つでも多くの質問に回答できるよう

令和２年度たつごうみらい会議
新メンバーでスタート

TatsugoTownTopics
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龍郷町役場保健福祉課後期高齢者保健事業係が共同で作成しました。

令
和
２
年

11
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
会
計
決
算

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

保
健
福
祉
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

宝
く
じ

一
般
助
成

ナ
イ
ト
ツ
ア
ー

実
証
実
験

ふ
る
さ
と
納
税

自
衛
官
募
集

-7- Tatsugo



Tatsugo -8-

令
和
２
年

11
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
会
計
決
算

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

保
健
福
祉
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

宝
く
じ

一
般
助
成

ナ
イ
ト
ツ
ア
ー

実
証
実
験

ふ
る
さ
と
納
税

自
衛
官
募
集

●利用希望日時18：00～23：00（各
時00分、15分、30分、45分）●ガイ
ドの有無●代表者の名前●電話番
号●メールアドレスまたはFax

～安心ルールで夜の生き物をじっくり観察しよう！～

三太郎峠線、スタル俣線周辺における
ナイトツアー実証実験のお知らせ

近年、観光客の増加に伴い奄美市住用町の三太郎
線周辺におけるナイトツアーが集中しており、野
生動物のロードキルや利用者同士のトラブルなど
が報告されています。環境省では、野生動物や自然
環境へ配慮しながらナイトツアーをより安心して
楽しむための利用ルールを検討するため、ナイト
ツアー実証実験を行います。

夜間通行規制を伴います。
ご協力をお願いします。

ナイトツアーを楽しむための試行ルール
実験期間中は以下の試行ルールについてご協力をお願いし
ます。※今回の実験は法的拘束力はなく、任意のご協力のも
と実施します。

三太郎線  事前予約制。台数制限（４台/時間）。　　　　　　
　　　　東仲間側から西仲間側への一方通行。

スタル俣線、石原栄間線  夜間通行止め。
下記の夜間観察のルールの順守をお願いします。

〇晴天時は時速15km以下、雨天時は時速10km以下で走行
する。

〇無理に追い抜かない、十分観察できた場合は後続の車に
先頭をゆずる、などお互いにゆずりあって利用する。

〇動物から離れて、静かに観察する。動物には触らない、食
べ物を与えない。

〇ペットを連れていかない。

実施期間 令和2年11月19日（木）～11月23日（月）18：00～23：00 
対 象

予約方法

住民、ガイド、観光客等、三太郎線周辺道路を通行する全ての方

①予約状況の確認
　必要に応じて下記QR
　コードよりご確認下
　さい

②メール、電話、Faxにて事前予約 ③事務局より予約
確定の連絡

④当日予約時間まで
に集合場所へ

予約申込先
株式会社プレック研究所（実験事務局）
T E L: 090-4224-3677　受付時間 10：00～19：00
F A X: 03-5226-1114
E-mail: santaro@prec.co.jp

１１月は不法投棄防止強化月間です！
　龍郷町では、不法投棄防止パトロールを町内全域で随時行っています。毎年１１月を

「不法投棄防止強化月間」としています。期間中は啓発活動や不法投棄防止パトロール
等を強化しています。不法投棄は重大な犯罪です（５年以下の懲役もしくは一千万円以

下の罰金又はこの併科）。町民のみなさん、「不法投棄をしない。させない。見かけたらすぐお電話を」の意識を持
ち、不法投棄のない住み良い地域をつくりましょう。
　また、各集落内の粗大ごみ置き場などに町が回収しないテレビや冷蔵庫、産業廃棄物などのごみが置きざり
にされ、各集落が対応に苦慮されているという報告を受けることがあります。このような場合、現場の状況によ
り、役場、警察、名瀬保健所等と連携しごみの排出者の特定を行うことがあります。家庭ごみの分別は、名瀬ク
リーンセンター発行冊子「ごみ分別一覧表」をご覧いただくか、役場生活環境課にお問い合わせください。
ごみは分別をし、正しいごみ出しで美しい奄美の自然を守りましょう。

役場生活環境課 ☎０９９７（６９）４５２５

実験の詳細、予約の注意事項等につい
ては右のＱＲコードから環境省ＨＰを

ご覧ください
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●利用希望日時18：00～23：00（各
時00分、15分、30分、45分）●ガイ
ドの有無●代表者の名前●電話番
号●メールアドレスまたはFax

～安心ルールで夜の生き物をじっくり観察しよう！～

三太郎峠線、スタル俣線周辺における
ナイトツアー実証実験のお知らせ

近年、観光客の増加に伴い奄美市住用町の三太郎
線周辺におけるナイトツアーが集中しており、野
生動物のロードキルや利用者同士のトラブルなど
が報告されています。環境省では、野生動物や自然
環境へ配慮しながらナイトツアーをより安心して
楽しむための利用ルールを検討するため、ナイト
ツアー実証実験を行います。

夜間通行規制を伴います。
ご協力をお願いします。

ナイトツアーを楽しむための試行ルール
実験期間中は以下の試行ルールについてご協力をお願いし
ます。※今回の実験は法的拘束力はなく、任意のご協力のも
と実施します。

三太郎線  事前予約制。台数制限（４台/時間）。　　　　　　
　　　　東仲間側から西仲間側への一方通行。

スタル俣線、石原栄間線  夜間通行止め。
下記の夜間観察のルールの順守をお願いします。

〇晴天時は時速15km以下、雨天時は時速10km以下で走行
する。

〇無理に追い抜かない、十分観察できた場合は後続の車に
先頭をゆずる、などお互いにゆずりあって利用する。

〇動物から離れて、静かに観察する。動物には触らない、食
べ物を与えない。

〇ペットを連れていかない。

実施期間 令和2年11月19日（木）～11月23日（月）18：00～23：00 
対 象

予約方法

住民、ガイド、観光客等、三太郎線周辺道路を通行する全ての方

①予約状況の確認
　必要に応じて下記QR
　コードよりご確認下
　さい

②メール、電話、Faxにて事前予約 ③事務局より予約
確定の連絡

④当日予約時間まで
に集合場所へ

予約申込先
株式会社プレック研究所（実験事務局）
T E L: 090-4224-3677　受付時間 10：00～19：00
F A X: 03-5226-1114
E-mail: santaro@prec.co.jp

１１月は不法投棄防止強化月間です！
　龍郷町では、不法投棄防止パトロールを町内全域で随時行っています。毎年１１月を

「不法投棄防止強化月間」としています。期間中は啓発活動や不法投棄防止パトロール
等を強化しています。不法投棄は重大な犯罪です（５年以下の懲役もしくは一千万円以

下の罰金又はこの併科）。町民のみなさん、「不法投棄をしない。させない。見かけたらすぐお電話を」の意識を持
ち、不法投棄のない住み良い地域をつくりましょう。
　また、各集落内の粗大ごみ置き場などに町が回収しないテレビや冷蔵庫、産業廃棄物などのごみが置きざり
にされ、各集落が対応に苦慮されているという報告を受けることがあります。このような場合、現場の状況によ
り、役場、警察、名瀬保健所等と連携しごみの排出者の特定を行うことがあります。家庭ごみの分別は、名瀬ク
リーンセンター発行冊子「ごみ分別一覧表」をご覧いただくか、役場生活環境課にお問い合わせください。
ごみは分別をし、正しいごみ出しで美しい奄美の自然を守りましょう。

役場生活環境課 ☎０９９７（６９）４５２５

実験の詳細、予約の注意事項等につい
ては右のＱＲコードから環境省ＨＰを

ご覧ください

　
安
木
屋
場
集
落
で
は
、

「
令
和
２
年
度
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」を
活
用
し
、

テ
ン
ト
・
ク
ー
ラ
ー
・
テ
ー
ブ

ル
・
イ
ス
・
音
響
設
備
等
の
備

品
を
整
備
し
ま
し
た
。
備
品

は
安
木
屋
場
公
民
館
に
設

置
さ
れ
、今
後
、敬
老
会
や

種
下
ろ
し
等
の
集
落
行
事
に
活
用
さ
れ
、地
域
に

根
差
し
た
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は…

　
こ
れ
は
、宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実

施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や
集
会
施

設
の
整
備
、安
全
な
地
域
づ
く
り
と
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
、地
域
文
化
へ
の
支
援
や
地
域
の
国
際
化

の
推
進
お
よ
び
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
等
に
対

し
て
助
成
を
行
い
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

集
落
の
活
性
化
に
一
役
！
宝
く
じ
助
成
事
業

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

これらの備品は宝くじの助成金により整備されました。
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大
勝
集
落
に
て
障
害
者
支
援
施
設「
あ
ま

み
ん
」を
運
営
さ
れ
て
い
る「
㈱
リ
ー
フ
エ
ッ

ヂ
」の
田
中
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

40
歳
に
な
っ
た
ら…

間
弓「
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
奄
美
大
島
に
移

住
し
た
の
で
す
か
？
」

田
中「
私
は
沖
縄
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
ガ
イ

ド
を
し
、そ
の
後
作
業
療
法
士
と
な
り
病
院
に

勤
め
て
い
ま
し
た
。40
歳
に
な
っ
た
ら
好
き
な

事
を
し
よ
う
と
移
住
を
考
え
、海
の
レ
ジ
ャ
ー

が
楽
し
め
る
南
西
諸
島
限
定
で
探
し
ま
し
た
。

勤
め
先
に
な
る
病
院
の
候
補
が
い
く
つ
か
あ

り
、生
活
環
境
が
整
っ
て
い
る
奄
美
大
島
が
候

補
に
挙
が
り
ま
し
た
。そ
の
後
実
際
に
訪
れ
た

際
に
、美
し
い
海
に
魅
せ
ら
れ
移
住
を
決
意
し

ま
し
た
。」

間
弓「
住
ま
い
は
ど
の
よ
う
に
探
し
ま
し
た

か
？
」

田
中「
一
人
暮
ら
し
用
の
物
件
が
少
な
く
苦

労
し
ま
し
た
が
、実
際
に
奄
美
を
訪
れ
区
長

さ
ん
に
空
き
家
が
無
い
か
と
尋
ね
る
事
で
見

つ
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。」

集
落
の
方
々
と
の
繋
が
り
で

間
弓「
お
住
ま
い
は
赤
尾
木
と
の
事
で
す
が
、

移
住
者
の
私
に
壁
を
作
ら
ず
受
け
入
れ
て
頂

け
た
事
で
、沖
縄
で
は
体
験
で
き
な
か
っ
た

奄
美
の
良
さ
を
感
じ
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま

す
。」

ま
だ
地
域
に
な
い
サ
ポ
ー
ト
を

間
弓「
起
業
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
？
」

田
中「
作
業
療
法
士
で
あ
る
私
が
出
来
る
事

で
、ま
だ
こ
の
地
域
に
は
な
い
サ
ポ
ー
ト
の

形
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
様
に

な
り
、意
を
決
し
移
住
し
て
１
年
後
に
起
業

し
ま
し
た
。起
業
し
て
４
年
が
経
ち
ま
す
が
、

初
め
は
利
用
者
１
名
に
ス
タ
ッ
フ
が
３
名

の
状
態
か
ら
始
め
、現
在
は
27
名
が
利
用
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。」

間
弓「
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
お
仕
事
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。」

田
中「
農
業
と
福
祉
の
連
携
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。一
般
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が

困
難
な
障
害
者
に
対
し
、適
切
な
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
な
が
ら
働
く
場
を
提
供
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
で
す
。近
隣
農
家
の
手
伝
い
を
し
、

労
働
対
価
と
し
て
金
銭
で
は
な
く
作
物
を
頂

い
て
い
ま
す
。頂
い
た
作
物
を
中
心
に
奄
美

群
島
の
特
産
物
を
使
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
加
工
・
販
売
し
、利
用
者
さ

ん
の
工
賃
向
上
に
繋
げ
て
い
く
活
動
を
し
て

い
ま
す
。今
で
は
従
業
員
や
利
用
者
さ
ん
が

増
え
て
き
た
の
で
、販
売
を
安
定
さ
せ
て
よ

り
多
く
の
方
が
自
ら
の
力
で
働
け
る
環
境
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

満
足
度
の
高
い
生
活

間
弓「
最
後
に
、奄
美
の
魅
力
は
何
だ
と
思
い

ま
す
か
？
」

田
中「
奄
美
大
島
に
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
穏

や
か
な
時
間
が
流
れ
て
い
る
様
に
感
じ
ま
す
。

豊
か
な
自
然
、美
し
い
海
が
あ
る
の
で
遊
び

に
お
金
が
掛
か
ら
な
い
で
す(

笑)

。野
菜
も

よ
く
育
ち
海
と
大
地
の
恵
み
を
頂
け
る
満
足

度
の
高
い
生
活
を
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。」

選
ん
だ
理
由
は
？
」

田
中「
名
瀬
に
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い
た
の

で
、通
勤
可
能
な
距
離
で
趣
味
の
サ
ー
フ
ィ

ン
が
で
き
る
場
所
を
条
件
に
選
び
ま
し
た
。」

間
弓
「
シ
マ
の
生
活
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
」

田
中「
移
住
し
て
す
ぐ
の
頃
、舟
こ
ぎ
大
会
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
声
を
掛
け
て
も
ら
い
集
落

の
方
々
と
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。今
の
事
業

所
は
土
地
、
建
物
、
内
装
な
ど
全
て
集
落
の

方
々
と
の
繋
が
り
で
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　今回インビューさせて頂いた田中さんは、たつ
ごうみらい会議（６ページ参照）にて活動発表を
聞く機会があり、詳しくお話を伺いたくお邪魔さ
せていただきました。新型コロナウィルスの影響
も受ける中、島外にも活動の場を広げ活躍され、
苦難を明るく楽しそうに話す姿がとても印象的
で し た 。沢 山 の 愛 情 の 詰 ま っ た ジ ェ ラ ー ト

『Tropica Amami』とても美味しかったです！

田中基次さん（45）赤尾木集落在住
埼玉県出身。大学卒業後、シーカヤックのガイ
ドに従事。その後32歳で作業療法士となる。40
歳を機に奄美大島に移住後、福祉サービス㈱
リーフエッヂを設立。

地域おこし協力隊
間 弓  祐 次 郎

　こんにちは。移住して半年が過ぎ、奄美での初
めての秋を肌で感じています。先日の円小学校
の運動会、午前中だけの短縮プログラムでした
が９人の児童と、集落の方々で行えた事をとて
も嬉しく思いました。青い空と芝生とみんなの
笑い声、ここに来て本当に良かったと心から思
いました。今後、龍郷で子育てをしたい！移住し
たい！という方と町を繋げられるようにできる
限り動いていきたいと思います。

地域おこし協力隊
森  ま ゆ み

移住エピソードや町の魅力についてインタビューしました。
（左から）田中基次さん、インタビュアー間弓祐次郎

連載 vol.05

今 回 のインタビュアー

『Tropica Amami』奄美群島の素材を使ったジェラートやハーブ
ティーを作っている。のどかな環境の作業場には、ジェラテリア

（ジェラート専門店）を併設したいと考案中。

茨城県出身43歳。安木屋場集落在住。
以前は東京にて不動産賃貸仲介業、営業、店
舗責任者に従事。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

福岡県出身40歳。円集落在住。
主に接客業に従事しながら全国を飛び
回ってきました。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

たなか　 もとつぐ
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大
勝
集
落
に
て
障
害
者
支
援
施
設「
あ
ま

み
ん
」を
運
営
さ
れ
て
い
る「
㈱
リ
ー
フ
エ
ッ

ヂ
」の
田
中
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

40
歳
に
な
っ
た
ら…

間
弓「
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
奄
美
大
島
に
移

住
し
た
の
で
す
か
？
」

田
中「
私
は
沖
縄
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
ガ
イ

ド
を
し
、そ
の
後
作
業
療
法
士
と
な
り
病
院
に

勤
め
て
い
ま
し
た
。40
歳
に
な
っ
た
ら
好
き
な

事
を
し
よ
う
と
移
住
を
考
え
、海
の
レ
ジ
ャ
ー

が
楽
し
め
る
南
西
諸
島
限
定
で
探
し
ま
し
た
。

勤
め
先
に
な
る
病
院
の
候
補
が
い
く
つ
か
あ

り
、生
活
環
境
が
整
っ
て
い
る
奄
美
大
島
が
候

補
に
挙
が
り
ま
し
た
。そ
の
後
実
際
に
訪
れ
た

際
に
、美
し
い
海
に
魅
せ
ら
れ
移
住
を
決
意
し

ま
し
た
。」

間
弓「
住
ま
い
は
ど
の
よ
う
に
探
し
ま
し
た

か
？
」

田
中「
一
人
暮
ら
し
用
の
物
件
が
少
な
く
苦

労
し
ま
し
た
が
、実
際
に
奄
美
を
訪
れ
区
長

さ
ん
に
空
き
家
が
無
い
か
と
尋
ね
る
事
で
見

つ
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。」

集
落
の
方
々
と
の
繋
が
り
で

間
弓「
お
住
ま
い
は
赤
尾
木
と
の
事
で
す
が
、

移
住
者
の
私
に
壁
を
作
ら
ず
受
け
入
れ
て
頂

け
た
事
で
、沖
縄
で
は
体
験
で
き
な
か
っ
た

奄
美
の
良
さ
を
感
じ
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま

す
。」

ま
だ
地
域
に
な
い
サ
ポ
ー
ト
を

間
弓「
起
業
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
？
」

田
中「
作
業
療
法
士
で
あ
る
私
が
出
来
る
事

で
、ま
だ
こ
の
地
域
に
は
な
い
サ
ポ
ー
ト
の

形
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
様
に

な
り
、意
を
決
し
移
住
し
て
１
年
後
に
起
業

し
ま
し
た
。起
業
し
て
４
年
が
経
ち
ま
す
が
、

初
め
は
利
用
者
１
名
に
ス
タ
ッ
フ
が
３
名

の
状
態
か
ら
始
め
、現
在
は
27
名
が
利
用
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。」

間
弓「
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
お
仕
事
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。」

田
中「
農
業
と
福
祉
の
連
携
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。一
般
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が

困
難
な
障
害
者
に
対
し
、適
切
な
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
な
が
ら
働
く
場
を
提
供
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
で
す
。近
隣
農
家
の
手
伝
い
を
し
、

労
働
対
価
と
し
て
金
銭
で
は
な
く
作
物
を
頂

い
て
い
ま
す
。頂
い
た
作
物
を
中
心
に
奄
美

群
島
の
特
産
物
を
使
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
や

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
加
工
・
販
売
し
、利
用
者
さ

ん
の
工
賃
向
上
に
繋
げ
て
い
く
活
動
を
し
て

い
ま
す
。今
で
は
従
業
員
や
利
用
者
さ
ん
が

増
え
て
き
た
の
で
、販
売
を
安
定
さ
せ
て
よ

り
多
く
の
方
が
自
ら
の
力
で
働
け
る
環
境
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

満
足
度
の
高
い
生
活

間
弓「
最
後
に
、奄
美
の
魅
力
は
何
だ
と
思
い

ま
す
か
？
」

田
中「
奄
美
大
島
に
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
穏

や
か
な
時
間
が
流
れ
て
い
る
様
に
感
じ
ま
す
。

豊
か
な
自
然
、美
し
い
海
が
あ
る
の
で
遊
び

に
お
金
が
掛
か
ら
な
い
で
す(

笑)
。野
菜
も

よ
く
育
ち
海
と
大
地
の
恵
み
を
頂
け
る
満
足

度
の
高
い
生
活
を
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。」

選
ん
だ
理
由
は
？
」

田
中「
名
瀬
に
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い
た
の

で
、通
勤
可
能
な
距
離
で
趣
味
の
サ
ー
フ
ィ

ン
が
で
き
る
場
所
を
条
件
に
選
び
ま
し
た
。」

間
弓
「
シ
マ
の
生
活
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
」

田
中「
移
住
し
て
す
ぐ
の
頃
、舟
こ
ぎ
大
会
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
声
を
掛
け
て
も
ら
い
集
落

の
方
々
と
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。今
の
事
業

所
は
土
地
、
建
物
、
内
装
な
ど
全
て
集
落
の

方
々
と
の
繋
が
り
で
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　今回インビューさせて頂いた田中さんは、たつ
ごうみらい会議（６ページ参照）にて活動発表を
聞く機会があり、詳しくお話を伺いたくお邪魔さ
せていただきました。新型コロナウィルスの影響
も受ける中、島外にも活動の場を広げ活躍され、
苦難を明るく楽しそうに話す姿がとても印象的
で し た 。沢 山 の 愛 情 の 詰 ま っ た ジ ェ ラ ー ト

『Tropica Amami』とても美味しかったです！

田中基次さん（45）赤尾木集落在住
埼玉県出身。大学卒業後、シーカヤックのガイ
ドに従事。その後32歳で作業療法士となる。40
歳を機に奄美大島に移住後、福祉サービス㈱
リーフエッヂを設立。

地域おこし協力隊
間 弓  祐 次 郎

　こんにちは。移住して半年が過ぎ、奄美での初
めての秋を肌で感じています。先日の円小学校
の運動会、午前中だけの短縮プログラムでした
が９人の児童と、集落の方々で行えた事をとて
も嬉しく思いました。青い空と芝生とみんなの
笑い声、ここに来て本当に良かったと心から思
いました。今後、龍郷で子育てをしたい！移住し
たい！という方と町を繋げられるようにできる
限り動いていきたいと思います。

地域おこし協力隊
森  ま ゆ み

移住エピソードや町の魅力についてインタビューしました。
（左から）田中基次さん、インタビュアー間弓祐次郎

連載 vol.05

今 回 のインタビュアー

『Tropica Amami』奄美群島の素材を使ったジェラートやハーブ
ティーを作っている。のどかな環境の作業場には、ジェラテリア

（ジェラート専門店）を併設したいと考案中。

茨城県出身43歳。安木屋場集落在住。
以前は東京にて不動産賃貸仲介業、営業、店
舗責任者に従事。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

福岡県出身40歳。円集落在住。
主に接客業に従事しながら全国を飛び
回ってきました。地域おこし協力隊１年目。
主に空き家バンク、移住者支援業務担当。

たなか　 もとつぐ



「
こ
れ
は
カ
リ
ン
ト
ウ
と
言
う
菓
子
だ
よ
」
と
一
人

ず
つ
皿
に
載
せ
て
く
れ
た
。
一
口
、
食
べ
て
み
る
。

「
う
ま
い
！
」
思
わ
ず
声
が
出
た
。
見
た
こ
と
は
あ

る
が
生
ま
れ
て
初
め
て
食
べ
る
黒
糖
だ
。
兄
妹
四

人
で
笑
い
合
い
な
が
ら
夢
中
で
食
べ
た
。

　
父
が
町
の
店
で
見
掛
け
て
、「
子
ど
も
達
に
食
べ

さ
せ
た
い
」
と
買
い
求
め
て
来
た
ら
し
い
。
そ
の
父

が
家
族
の
顔
を
見
渡
し
な
が
ら
こ
う
言
っ
た
。

「
幸
せ
の
味
だ
よ
」
と
。
そ
れ
か
ら
、
黒
糖
に
な
る
ま

で
を
紙
に
書
い
て
教
え
て
く
れ
た
。
も
う
一
つ
。
料

理
や
お
菓
子
等
に
、
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

も
。
父
を
真
ん
中
に
し
て
聞
い
て
い
る
と
、
南
国
の

太
陽
か
ら
栄
養
を
た
っ
ぷ
り
も
ら
っ
て
育
っ
て
い

る
さ
と
う
き
び
を
想
像
し
た
。
濃
厚
で
優
し
い
甘

み
が
幸
せ
の
味
に
な
り
、
体
中
に
染
み
透
っ
て
い

く
。

　
今
で
は
遠
く
に
な
っ
た
昔
の
物
語
だ
け
ど
、
思

い
出
す
と
涙
ぐ
み
そ
う
に
な
る
。
そ
の
日
暮
ら
し

の
小
さ
な
農
家
の
我
が
家
に
は
、
そ
れ
は
、
そ
れ
は

贅
沢
で
貴
重
な
食
材
だ
っ
た
か
ら
。

　
考
え
て
見
る
と
、
黒
褐
色
し
た
黒
糖
の
幸
せ
の

味
は
、
肩
を
寄
せ
合
っ
て
一
生
懸
命
に
生
き
て
い

る
家
族
に
は
、
神
様
が
与
え
て
く
れ
た
ご
ほ
う
び

の
味
だ
っ
た
の
で
は
。
そ
ん
な
気
が
す
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
あ
の
日
の
光
景
は
「
心
の
財
産
」
と
な
り
、
私

の
胸
に
大
切
に
し
ま
っ
て
い
る
。

　
新
体
操
の
練
習
に
通
う
車
の
中
、
必
ず
窓
の
外

を
見
る
場
所
が
あ
る
。
行
き
も
、
帰
り
も
。
そ
れ
は
、

学
生
の
部

佳
　
作

　
奄
美
の
海
は
パ
ワ
ー
の
源

大
勝
小
６
年
　
龍
造
寺
　
結
心
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「
う
あ
ー
。う
ま
い
匂
い
が
す
る
ー
ー
」

　
二
学
期
が
始
ま
っ
た
頃
だ
っ
た
。
午
後
の
授
業

が
終
わ
っ
て
町
の
小
学
校
か
ら
帰
っ
て
来
た
、
六

年
生
の
兄
と
四
年
生
の
私
。
匂
い
を
感
じ
て
家
の

前
で
足
を
止
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
両
親
が
家
に
居
た

か
ら
少
し
不
思
議
だ
っ
た
。
い
つ
も
な
ら
、
二
人
の

妹
を
連
れ
て
畑
に
行
っ
て
留
守
の
は
ず
な
の

に
ー
ー
。

「
た
だ
い
ま
ー
」
元
気
よ
く
挨
拶
を
す
る
。

「
お
帰
り
ー
」
母
は
返
事
を
し
て
か
ら
「
ほ
ー
ら
」
と
、

囲
炉
裏
に
目
配
せ
を
し
た
。
思
っ
て
も
い
な
か
っ

た
の
で
、
見
て
び
っ
く
り
。
こ
ね
た
小
麦
粉
を
棒
状

に
し
て
ね
じ
っ
た
の
を
、
天
ぷ
ら
鍋
で
揚
げ
て
い

る
。
揚
げ
終
え
る
と
、
黒
糖
を
別
鍋
で
溶
か
し
器
用

な
手
つ
き
で
絡
ま
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、

一
般・高
校
の
部

佳
　
作

　
幸
せ
の
味愛

知
県
春
日
井
市
　
戸
澤
二
三
子

　
私
に
は
海
が
つ
な
い
で
く
れ
た
友
達
が
い
る
。

私
は
初
め
て
そ
の
友
達
と
会
っ
た
時
、
夜
の
港
に

い
た
。
あ
た
り
は
人
で
ざ
わ
め
き
、
外
は
夜
の
真
っ

黒
な
海
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
私
は
そ
の
時
六
歳
で
、

奄
美
に
越
し
て
き
て
船
で
着
い
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

不
安
な
状
態
の
中
、
ま
わ
り
の
知
ら
な
い
大
人
達

の
騒
が
し
い
空
気
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
だ
っ
た
。

何
だ
か
自
分
が
一
人
の
よ
う
で
心
細
く
な
り
、
上

目
で
あ
た
り
を
見
上
げ
て
い
る
と
、
私
と
同
じ
年

く
ら
い
の
女
の
子
を
見
つ
け
た
。
そ
の
子
が
目
に

入
っ
た
時
、
私
は
そ
の
子
と
話
し
て
み
た
い
と

思
っ
た
。
し
か
し
、
私
は
幼
い
な
が
ら
に
「
話
し
た

ら
変
な
子
と
思
わ
れ
る
か
な
」
と
躊
躇
し
て
い
た
。

そ
ん
な
時
、
そ
っ
と
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
は

初
め
て
目
に
映
っ
た
黒
く
て
深
い
奄
美
の
夜
の
海

だ
っ
た
。
正
直
、
私
は
び
っ
く
り
し
た
。
奄
美
に
く

る
前
に
写
真
で
見
た
奄
美
の
海
は
、
光
き
ら
め
く

様
々
な
青
が
混
ざ
っ
て
い
た
。
だ
が
、
今
は
ち
が
う
。

深
く
す
べ
て
を
包
み
込
む
よ
う
な
、
ぽ
っ
か
り
と

学
生
の
部

佳
　
作

　
海
が
紡
ぐ
も
の

赤
徳
中
２
年
　
大
木
　
ひ
か
り
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海
だ
。
気
づ
け
ば
海
に
目
が
向
い
て
い
る
。
い
つ
も

同
じ
風
景
の
は
ず
な
の
に
、
見
る
た
び
に
違
う
風

景
の
よ
う
に
感
じ
る
。で
も
、
い
つ
も
、
同
じ
気
持

ち
に
な
る
。な
ぜ
か
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

　
雨
の
日
や
雲
り
の
日
で
も
、
波
打
ち
際
は
、
海
の

底
が
透
け
て
見
え
る
。
海
の
中
の
岩
の
形
ま
で
も
。

晴
れ
て
い
る
日
は
、
遠
く
の
海
も
、
近
く
の
海
も
、

キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
る
。
な
ん
だ
か
、
う
れ
し
く

な
っ
て
く
る
。
元
気
を
も
ら
え
そ
う
。

　
風
の
強
い
日
は
、
白
波
が
立
っ
て
い
る
の
が

か
っ
こ
い
い
。
白
波
が
寄
せ
て
く
る
の
が
楽
し
い
。

「
お
お
ぉ
。
荒
れ
て
る
ね
。
」

と
、
つ
い
、
口
に
出
る
。で
も
、
こ
ん
な
日
に
船
に

は
乗
り
た
く
な
い
な
と
い
つ
も
思
う
。

　
暗
い
時
間
に
通
る
時
は
、
海
は
真
っ
黒
。
で
も
、

船
の
明
か
り
が
見
え
た
り
、
灯
台
の
灯
り
が
見
え

た
り
、
と
て
も
き
れ
い
。
暗
闇
の
中
に
浮
き
立
つ
灯

り
を
見
る
と
、
ホ
ッ
と
す
る
。
練
習
後
の
疲
れ
を
忘

れ
そ
う
に
な
る
。
忘
れ
ら
れ
な
い
私
の
体
が
嫌
に

は
な
る
が…

…

。
ま
た
、
が
ん
ば
る
か
ぁ
と
い
う
気

持
ち
に
は
、
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
海
を
見
て
、
力
強
さ
を
感
じ
る
の
は
な
ぜ
か
考

え
て
み
た
。
干
潮
の
時
に
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
岩
が
見

え
る
の
は
嫌
だ
け
ど
、
潮
が
満
ち
て
き
て
、
岩
が
隠

れ
る
と
、
お
だ
や
か
に
見
え
る
。で
も
、
海
の
中
に

は
岩
が
隠
れ
て
い
る
。
海
が
力
強
く
感
じ
る
の
は
、

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
岩
を
隠
し
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ

う
に
見
せ
か
け
て
い
る
か
ら
だ
。
岩
を
秘
め
た
パ

※学年の表記は作品応募時点

月
が
映
っ
て
い
る
海
だ
っ
た
。
そ
の
真
っ
黒
な
海

を
見
て
私
は
落
ち
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
し
て
、「
こ
の
子
と
話
せ
る
チ
ャ
ン
ス
は
今
こ

こ
だ
け
な
ん
だ
、
が
ん
ば
れ
私
！
」
と
一
歩
踏
み
出

す
こ
と
が
で
き
た
。

　
あ
れ
か
ら
八
年
の
時
が
過
ぎ
た
。
そ
の
子
と
は
、

今
も
行
き
来
す
る
ほ
ど
仲
良
し
だ
。
あ
の
日
、
彼
女

が
く
れ
た
お
は
じ
き
は
私
の
宝
物
だ
。
次
会
う
時

は
、
あ
の
日
の
思
い
を
閉
じ
こ
め
た
こ
の
お
は
じ

き
を
見
せ
よ
う
。
彼
女
は
懐
し
が
っ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
あ
の
日
の
思
い
出
と
共
に
、「
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
。
」
と
初
め
て
会
っ
た
時
の
よ

う
に
海
で
伝
え
た
い
。

　
「
き
っ
と
伝
わ
る
さ
。
」
私
の
思
い
の
返
事
の
よ

う
に
心
地
よ
い
潮
の
音
が
聞
こ
え
た
。
ザ
ザ
ン
、
ザ

ザ
ン
、
ザ
ー
。
ザ
ザ
ザ
ン
。
あ
の
日
と
同
じ
よ
う
に

包
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
、
優
し
い
優
し
い

海
の
歌
が
今
日
も
聞
こ
え
る
。
き
っ
と
明
日
も
、
一

年
後
も
そ
し
て
遠
い
未
来
で
も
こ
の
音
は
紡
が
れ

て
い
く
だ
ろ
う
。

つ
む

ワ
ー
に
し
て
い
る
の
だ
。

　
私
も
、
嫌
な
事
、
苦
し
い
事
を
乗
り
こ
え
、
お
だ

や
か
な
顔
に
な
り
た
い
。
新
体
操
の
練
習
が
と
て

も
き
つ
い
。だ
け
ど
、
き
つ
さ
を
乗
り
こ
え
、
晴
れ

舞
台
を
ふ
み
た
い
。
そ
の
時
、
お
だ
や
か
な
顔
で
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
奄
美
の
海
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
海
を
見
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
び
に
、
奄
美
の
海

を
思
い
出
し
、
比
べ
る
か
も
し
れ
な
い
。
奄
美
の
海

の
美
し
さ
、
力
強
さ
を
思
い
出
そ
う
。
そ
し
て
、
明

日
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
る
パ
ワ
ー
に
変
え
よ
う
。

※

表
彰
式
欠
席
の
た
め

写
真
は
あ
り
ま
せ
ん

※

表
彰
式
欠
席
の
た
め

写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
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「
こ
れ
は
カ
リ
ン
ト
ウ
と
言
う
菓
子
だ
よ
」
と
一
人

ず
つ
皿
に
載
せ
て
く
れ
た
。
一
口
、
食
べ
て
み
る
。

「
う
ま
い
！
」
思
わ
ず
声
が
出
た
。
見
た
こ
と
は
あ

る
が
生
ま
れ
て
初
め
て
食
べ
る
黒
糖
だ
。
兄
妹
四

人
で
笑
い
合
い
な
が
ら
夢
中
で
食
べ
た
。

　
父
が
町
の
店
で
見
掛
け
て
、「
子
ど
も
達
に
食
べ

さ
せ
た
い
」
と
買
い
求
め
て
来
た
ら
し
い
。
そ
の
父

が
家
族
の
顔
を
見
渡
し
な
が
ら
こ
う
言
っ
た
。

「
幸
せ
の
味
だ
よ
」
と
。
そ
れ
か
ら
、
黒
糖
に
な
る
ま

で
を
紙
に
書
い
て
教
え
て
く
れ
た
。
も
う
一
つ
。
料

理
や
お
菓
子
等
に
、
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

も
。
父
を
真
ん
中
に
し
て
聞
い
て
い
る
と
、
南
国
の

太
陽
か
ら
栄
養
を
た
っ
ぷ
り
も
ら
っ
て
育
っ
て
い

る
さ
と
う
き
び
を
想
像
し
た
。
濃
厚
で
優
し
い
甘

み
が
幸
せ
の
味
に
な
り
、
体
中
に
染
み
透
っ
て
い

く
。

　
今
で
は
遠
く
に
な
っ
た
昔
の
物
語
だ
け
ど
、
思

い
出
す
と
涙
ぐ
み
そ
う
に
な
る
。
そ
の
日
暮
ら
し

の
小
さ
な
農
家
の
我
が
家
に
は
、
そ
れ
は
、
そ
れ
は

贅
沢
で
貴
重
な
食
材
だ
っ
た
か
ら
。

　
考
え
て
見
る
と
、
黒
褐
色
し
た
黒
糖
の
幸
せ
の

味
は
、
肩
を
寄
せ
合
っ
て
一
生
懸
命
に
生
き
て
い

る
家
族
に
は
、
神
様
が
与
え
て
く
れ
た
ご
ほ
う
び

の
味
だ
っ
た
の
で
は
。
そ
ん
な
気
が
す
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
あ
の
日
の
光
景
は
「
心
の
財
産
」
と
な
り
、
私

の
胸
に
大
切
に
し
ま
っ
て
い
る
。

　
新
体
操
の
練
習
に
通
う
車
の
中
、
必
ず
窓
の
外

を
見
る
場
所
が
あ
る
。
行
き
も
、
帰
り
も
。
そ
れ
は
、

学
生
の
部

佳
　
作

　
奄
美
の
海
は
パ
ワ
ー
の
源

大
勝
小
６
年
　
龍
造
寺
　
結
心

ー第６回たつごうエッセイコンテスト「サトウキビ・黒糖」「奄美の海」ー

「
う
あ
ー
。う
ま
い
匂
い
が
す
る
ー
ー
」

　
二
学
期
が
始
ま
っ
た
頃
だ
っ
た
。
午
後
の
授
業

が
終
わ
っ
て
町
の
小
学
校
か
ら
帰
っ
て
来
た
、
六

年
生
の
兄
と
四
年
生
の
私
。
匂
い
を
感
じ
て
家
の

前
で
足
を
止
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
両
親
が
家
に
居
た

か
ら
少
し
不
思
議
だ
っ
た
。
い
つ
も
な
ら
、
二
人
の

妹
を
連
れ
て
畑
に
行
っ
て
留
守
の
は
ず
な
の

に
ー
ー
。

「
た
だ
い
ま
ー
」
元
気
よ
く
挨
拶
を
す
る
。

「
お
帰
り
ー
」
母
は
返
事
を
し
て
か
ら
「
ほ
ー
ら
」
と
、

囲
炉
裏
に
目
配
せ
を
し
た
。
思
っ
て
も
い
な
か
っ

た
の
で
、
見
て
び
っ
く
り
。
こ
ね
た
小
麦
粉
を
棒
状

に
し
て
ね
じ
っ
た
の
を
、
天
ぷ
ら
鍋
で
揚
げ
て
い

る
。
揚
げ
終
え
る
と
、
黒
糖
を
別
鍋
で
溶
か
し
器
用

な
手
つ
き
で
絡
ま
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、

一
般・高
校
の
部

佳
　
作

　
幸
せ
の
味愛

知
県
春
日
井
市
　
戸
澤
二
三
子

　
私
に
は
海
が
つ
な
い
で
く
れ
た
友
達
が
い
る
。

私
は
初
め
て
そ
の
友
達
と
会
っ
た
時
、
夜
の
港
に

い
た
。
あ
た
り
は
人
で
ざ
わ
め
き
、
外
は
夜
の
真
っ

黒
な
海
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
私
は
そ
の
時
六
歳
で
、

奄
美
に
越
し
て
き
て
船
で
着
い
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

不
安
な
状
態
の
中
、
ま
わ
り
の
知
ら
な
い
大
人
達

の
騒
が
し
い
空
気
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
だ
っ
た
。

何
だ
か
自
分
が
一
人
の
よ
う
で
心
細
く
な
り
、
上

目
で
あ
た
り
を
見
上
げ
て
い
る
と
、
私
と
同
じ
年

く
ら
い
の
女
の
子
を
見
つ
け
た
。
そ
の
子
が
目
に

入
っ
た
時
、
私
は
そ
の
子
と
話
し
て
み
た
い
と

思
っ
た
。
し
か
し
、
私
は
幼
い
な
が
ら
に
「
話
し
た

ら
変
な
子
と
思
わ
れ
る
か
な
」
と
躊
躇
し
て
い
た
。

そ
ん
な
時
、
そ
っ
と
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
は

初
め
て
目
に
映
っ
た
黒
く
て
深
い
奄
美
の
夜
の
海

だ
っ
た
。
正
直
、
私
は
び
っ
く
り
し
た
。
奄
美
に
く

る
前
に
写
真
で
見
た
奄
美
の
海
は
、
光
き
ら
め
く

様
々
な
青
が
混
ざ
っ
て
い
た
。
だ
が
、
今
は
ち
が
う
。

深
く
す
べ
て
を
包
み
込
む
よ
う
な
、
ぽ
っ
か
り
と

学
生
の
部

佳
　
作

　
海
が
紡
ぐ
も
の

赤
徳
中
２
年
　
大
木
　
ひ
か
り
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海
だ
。
気
づ
け
ば
海
に
目
が
向
い
て
い
る
。
い
つ
も

同
じ
風
景
の
は
ず
な
の
に
、
見
る
た
び
に
違
う
風

景
の
よ
う
に
感
じ
る
。で
も
、
い
つ
も
、
同
じ
気
持

ち
に
な
る
。な
ぜ
か
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

　
雨
の
日
や
雲
り
の
日
で
も
、
波
打
ち
際
は
、
海
の

底
が
透
け
て
見
え
る
。
海
の
中
の
岩
の
形
ま
で
も
。

晴
れ
て
い
る
日
は
、
遠
く
の
海
も
、
近
く
の
海
も
、

キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
る
。
な
ん
だ
か
、
う
れ
し
く

な
っ
て
く
る
。
元
気
を
も
ら
え
そ
う
。

　
風
の
強
い
日
は
、
白
波
が
立
っ
て
い
る
の
が

か
っ
こ
い
い
。
白
波
が
寄
せ
て
く
る
の
が
楽
し
い
。

「
お
お
ぉ
。
荒
れ
て
る
ね
。
」

と
、
つ
い
、
口
に
出
る
。で
も
、
こ
ん
な
日
に
船
に

は
乗
り
た
く
な
い
な
と
い
つ
も
思
う
。

　
暗
い
時
間
に
通
る
時
は
、
海
は
真
っ
黒
。
で
も
、

船
の
明
か
り
が
見
え
た
り
、
灯
台
の
灯
り
が
見
え

た
り
、
と
て
も
き
れ
い
。
暗
闇
の
中
に
浮
き
立
つ
灯

り
を
見
る
と
、
ホ
ッ
と
す
る
。
練
習
後
の
疲
れ
を
忘

れ
そ
う
に
な
る
。
忘
れ
ら
れ
な
い
私
の
体
が
嫌
に

は
な
る
が…

…
。
ま
た
、
が
ん
ば
る
か
ぁ
と
い
う
気

持
ち
に
は
、
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
海
を
見
て
、
力
強
さ
を
感
じ
る
の
は
な
ぜ
か
考

え
て
み
た
。
干
潮
の
時
に
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
岩
が
見

え
る
の
は
嫌
だ
け
ど
、
潮
が
満
ち
て
き
て
、
岩
が
隠

れ
る
と
、
お
だ
や
か
に
見
え
る
。で
も
、
海
の
中
に

は
岩
が
隠
れ
て
い
る
。
海
が
力
強
く
感
じ
る
の
は
、

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
岩
を
隠
し
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ

う
に
見
せ
か
け
て
い
る
か
ら
だ
。
岩
を
秘
め
た
パ

※学年の表記は作品応募時点

月
が
映
っ
て
い
る
海
だ
っ
た
。
そ
の
真
っ
黒
な
海

を
見
て
私
は
落
ち
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
し
て
、「
こ
の
子
と
話
せ
る
チ
ャ
ン
ス
は
今
こ

こ
だ
け
な
ん
だ
、
が
ん
ば
れ
私
！
」
と
一
歩
踏
み
出

す
こ
と
が
で
き
た
。

　
あ
れ
か
ら
八
年
の
時
が
過
ぎ
た
。
そ
の
子
と
は
、

今
も
行
き
来
す
る
ほ
ど
仲
良
し
だ
。
あ
の
日
、
彼
女

が
く
れ
た
お
は
じ
き
は
私
の
宝
物
だ
。
次
会
う
時

は
、
あ
の
日
の
思
い
を
閉
じ
こ
め
た
こ
の
お
は
じ

き
を
見
せ
よ
う
。
彼
女
は
懐
し
が
っ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
あ
の
日
の
思
い
出
と
共
に
、「
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
。
」
と
初
め
て
会
っ
た
時
の
よ

う
に
海
で
伝
え
た
い
。

　
「
き
っ
と
伝
わ
る
さ
。
」
私
の
思
い
の
返
事
の
よ

う
に
心
地
よ
い
潮
の
音
が
聞
こ
え
た
。
ザ
ザ
ン
、
ザ

ザ
ン
、
ザ
ー
。
ザ
ザ
ザ
ン
。
あ
の
日
と
同
じ
よ
う
に

包
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
、
優
し
い
優
し
い

海
の
歌
が
今
日
も
聞
こ
え
る
。
き
っ
と
明
日
も
、
一

年
後
も
そ
し
て
遠
い
未
来
で
も
こ
の
音
は
紡
が
れ

て
い
く
だ
ろ
う
。

つ
む

ワ
ー
に
し
て
い
る
の
だ
。

　
私
も
、
嫌
な
事
、
苦
し
い
事
を
乗
り
こ
え
、
お
だ

や
か
な
顔
に
な
り
た
い
。
新
体
操
の
練
習
が
と
て

も
き
つ
い
。だ
け
ど
、
き
つ
さ
を
乗
り
こ
え
、
晴
れ

舞
台
を
ふ
み
た
い
。
そ
の
時
、
お
だ
や
か
な
顔
で
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
奄
美
の
海
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
海
を
見
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
び
に
、
奄
美
の
海

を
思
い
出
し
、
比
べ
る
か
も
し
れ
な
い
。
奄
美
の
海

の
美
し
さ
、
力
強
さ
を
思
い
出
そ
う
。
そ
し
て
、
明

日
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
る
パ
ワ
ー
に
変
え
よ
う
。

※

表
彰
式
欠
席
の
た
め

写
真
は
あ
り
ま
せ
ん

※

表
彰
式
欠
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龍
郷
町
教
育
委
員
に

山
田
隆
博
氏（
川
内
）任
命

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
11
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

11
月
12
日（
木
）

　
大
倉
克
大
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

11
月
19
日（
木
）

　
池
田
征
弘
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

11
月
26
日（
木
）

　
増
山
洋
平
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
先・予
約
先

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
７
１
６

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い

場
合
も
市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
11
月
15
日（
日
）に
予
定
し
て
い
ま
し
た

龍
郷
町
駅
伝
競
走
大
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

龍
郷
町
教
育
委
員
会
☎（
６
９
）４
５
３
２

令
和
２
年
度
第
55
回 

龍
郷
町

駅
伝
競
走
大
会
中
止
の
お
知
ら
せ

　
令
和
３
年
度
の「
裁
判
員
候
補
者
」ま
た

は「
検
察
審
査
員
候
補
者
」に
選
ば
れ
た
皆

さ
ん
へ
。そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、選
挙
権
を

有
す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま

す（
た
だ
し
、20
歳
未
満
を
除
く
）。選
定
さ

れ
た
候
補
者
の
方
へ
は
、11
月
中
旬
頃
に「
裁

判
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」

ま
た
は「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
への
記

載
の
お
知
ら
せ
」が
届
き
ま
す
。国
民
が
司
法

に
参
加
す
る
二
つ
の
制
度
で
す
。ぜ
ひ
、御
協

力
く
だ
さ
い
。な
お
、分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

裁
判
員・・・鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部

裁
判
員
係
☎
０
９
９（
２
２
２
）７
１
５
７

検
察
審
査
員・・・鹿
児
島
検
察
審
査
会
事

務
局
☎
０
９
９（
８
０
８
）３
７
１
９

裁
判
員
候
補
者
、
検
察
審
査
員
候

補
者
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

　
令
和
２
年
第
３
回
龍
郷
町
議
会
定
例
会

に
お
い
て
、９
月
30
日
龍
郷
町
議
会
議
案
審

議
の
中
で
、山
田
隆
博
氏
の
教
育
委
員
会
委

員
任
命
が
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、10
月

１
日
に
は
町
長
室
に
て
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。任
期
期
間
は
令

和
２
年
10
月
１
日
か

ら
令
和
６
年
９
月
30

日
の
期
間
で
す
。

　
11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す
。

す
べて
の
子
ど
も
は
、「
児
童
の
権
利
に
関
す
る

条
約
」の
精
神
に
のっと
り
、適
切
な
養
育
を
受

け
、健
や
か
な
成
長・発
達
や
自
立
が
図
ら
れ
る

こ
と
な
ど
を
保
障
さ
れ
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
影
響
を
及
ぼ

す
児
童
虐
待
の
防
止
は
、社
会
全
体
で
取
り

組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。小
さ
な
こ
と
で

あって
も「
あ
れ
？
お
か
し
い
な
？
」と
感
じ
た

ら
、児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル『
１
８

９（
い
ち
は
や
く
）』に
お
電
話
く
だ
さ
い
。お
住

ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談
所
につ
な
が
り
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
、子
ど
も
の
虐
待
を
防
ぐ

シ
ン
ボ
ルマ
ー
ク
で
す
。期
間
中
、役
場
庁
舎
内

に
お
い
て
も
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

ツ
リ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
11
月
12
日
か
ら
11
月
25
日
は「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す
。

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、性
犯
罪
、売
買
春
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー

行
為
や
人
身
取
引
等
、女
性
に
対
す
る
暴
力

は
、女
性
の
人
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
、女
性
への
暴
力
の
根
絶

を
訴
え
る
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の
リ
ボ
ン
で
す
。

期
間
中
、役
場
庁
舎
内
に
お
い
て
も
パ
ー
プ

ル
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。こ
の

機
会
に
皆
さ
ん
も
女
性
の
権
利
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

女
性
の
た
め
の
法
律
１
１
０
番

令
和
２
年
11
月
25
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

女
性
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
女
性

の
弁
護
士
が
電
話
と
面
接
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。予
約
優
先
で
す
。詳
し
く
は
左
記
ま

で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

問
合
せ
先

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

☎
０
９
９（
２
２
１
）６
６
３
０

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

月
曜
日
は
休
館
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成年後見制度ってどんな制度なの？
　認知症や知的障害、精神障害などの理由で判断能力が十分でない方の預貯金や不動産の管理（財産管
理）、医療・介護等の手続き（身上監護）などの法律行為を支援する制度です。

成年後見制度はどうやって利用するの？
本人の住所地を管轄している家庭裁判所に申し立てを行い、
手続きをします。

誰が？
　本人や配偶者、４親等内の親族などが申し立てを行います
が、該当する身寄りがいない、または音信不通等の場合には、
市町村長が申し立てをすることができます。

成年後見制度の種類
任意後見制度
　判断能力がまだしっかりしていれば、あらかじめ任意後見人を決めておくことができます。将来判断能
力が不十分になったときに備え、支援者や支援内容を自分自身で決めることができる制度です。
法定後見制度
　すでに判断能力が不十分な方へご本人の判断能力の程度に応じて、「後見」「保佐」「補助」いずれかの後
見人による支援が受けられる制度です。
成年後見制度は、大切な財産を守り、生活上の不安を解消してくれる制度です。日頃の生活や将来の暮ら
しに不安があるときは、成年後見制度を利用することを考えてみましょう。

成年後見制度のご相談・問合せ
役場保健福祉課　☎（６９）４５１４　　地域包括支援センター　☎（６９）４５１６
※その他、社会福祉協議会、成年後見センター・リーガルサポート、弁護士会等でも相談することができます。

1( )
( )

( )
( )

※保佐…保護し助けること。 
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龍郷町大勝3212-1
☎０９９７（６２）３８８８
営 ９:30~17:00
休  木曜（年末年始・旧暦お盆）

このコーナーでは、龍郷町ふるさと納税制度の返礼品として贈呈する

商品やサービスを紹介します。貴事業所でも是非ご検討ください。

株式会社 夢おりの郷
　本場奄美大島紬織元。伝統工芸士でもある代表の南晋吾氏は、

『伝統とは新しい挑戦の積み重ね』をモットーに、今までにない大

島紬作りに取り組んでいます。古典柄のアレンジや、絣糸だけでな

く無地糸にもこだわった美しいグラデーション柄、西陣織や博多織

といった他産地とのコラボレーションなど、常に新しい大島紬を提

案し続け、自家絹糸を使用した作品も製作しています。

　通常、大島紬は分業工程を経て製造されますが、同社では養蚕

から始まり、図案作成、染色、はた織など全てを自社で行うため、工

房では紬製造の全工程を見学することができます。

　気軽に大島紬を感じてほしいという思いから、工房では着付（写

真撮影付）、泥染・藍染、はた織の3種類の体験メニューを実施。例

えば、家族で大島紬を着付けて集合写真を撮影するのもおすすめ

です。また、お友達やお子様と一緒に自然素材を使った工作体験な

どもいかがでしょうか？

大島紬マスク 3枚セット
寄附額15,000円

気軽に大島紬！(1名様)
1日レンタル

 寄附額30,000円

本場奄美大島紬
「龍郷1玉」

寄附額800,000円

※龍郷町へのふるさと納税は町外の方のみです。

あなたのお店の自慢の品も登録しませんか？
個人事業主でも登録できます。

※返礼品は寄附額の3割以下となります。

龍郷町では、「ふるさと納税推進業務協力事業者募集
要領」に基づき返礼品の登録事業者を随時募集して
います。新型コロナウイルスの影響を受けている事業
者の皆様からのご相談も受け付けておりますので、詳
しくは、下記までお問い合わせください。

問合せ先　役場企画観光課☎６９-４５１２

この記事を書いた人
地域おこし協力 隊 辰巳奈緒子

　　　　　ふるさと納税ポータルサイト
『さとふる』『ふるさとチョイス』に掲載して

います。または龍郷町ＨＰをご覧ください。

　　　　　返礼品一覧を送付いたします。お電話も
しくはメールにてご住所・お名前をお教えてください。
龍郷町役場企画観光課☎０９９７-６９-４５１２

メール  kikakukanko@town.tatsugo.lg.jp

A m a m i o s h i m a T a t s u g o

龍 郷 町 ふるさと納税

好きな自治体へ寄附ができる「ふるさと納税」 ふるさと返礼品を登録したい方
ほかにもまだまだ返礼品をお選びいただけます。
ＷＥＢで

電話で

かすりいと

ようさん
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●一般書● ●児童書●
・『古墳のなぞがわかる本』（河野  正訓/岩崎書店）
・『野菜の教え　春・夏編』（渡邉  幸雄/群羊社）
・『水族館のサバイバル１』（ゴムドリco./朝日新聞出版）
・『僕たちはなぜ働くのか』（池上  彰/学研プラス）
・『なぞなぞ大ぼうけん！超スペシャル』

（石田  真理/ポプラ社）
・『はなくそにんじゃ』（よしむら  あきこ/教育画劇）
・『カールはなにをしているの？』

（デボラ・フリードマン/BL出版）
・『保健室経由、かねやま本館。』（松素  めぐり/講談社）
・『なでなでなーで』（にへい  たもつ/KADOKAWA）　　　　

他

・『楽園の烏』（阿部  智里/文藝春秋）
・『僕たちに似合う世界』（伊東  歌詞太郎/KADOKAWA）
・『アルルカンと道化師』（池井戸  潤/講談社）
・『圧力鍋の大絶賛レシピ』（牛尾  理恵/学研プラス）
・『ホケツ！』（小野寺  史宜/祥伝社）
・『マル農のひと』（金井  真紀/左右社）
・『お父さんはユーチューバー』（浜口  倫太郎/双葉社）
・『浮世絵の解剖図鑑』（牧野  健太郎/エクスナレッジ）　
・『台風についてわかっていることいないこと』

（筆保　弘徳/ベレ出版）
他

令和２年11月号
吹く風も涼しく、ずいぶん過ごしやすくなりました。長くなる夜の時間、
何かを始めたり、じっくり取り組んだりするのにぴったりの季節ですね。
趣味を広げたい時は、図書室に足を運んでみませんか。

りゅうがく館からのお知らせ
１１月の特集では、趣味の本も取り上げています。こ
の機会にぜひ、図書室まで足を運んでみてください。

りゅうがく館事務室　☎62-3110

あれもこれも地理学
富田  啓介/ベレ出版
味噌汁を飲むと温暖化が
進む？遠距離恋愛はなぜ
生まれる？ビール工場が
街の中にあるわけとは？
出来事や現象が、なぜそ
こで起こるのか地理学を
用いて考えていく。

焼酎語辞典
金本  亨吉/誠文堂新光社
様々な焼酎について種類
から製造方法、歴史、飲み
方や合うおつまみまで紹
介します。最近では個性
豊かなものも生まれて来
ている魅力的な焼酎がさ
らに楽しめる一冊。

つめかみおばけ
よしむらあきこ/教育画劇
爪をかむ癖のあるゆうち
ゃんに、ある日お化けが
とりついて…？爪の役割
やなぜかんだらいけない
のかを分かりやすく紹介
。出てくるおばけもなん
だか可愛い絵本。

少年野球児典
年中夢球/日本写真企画
野球用語などの基本的な
ことから心構え、心に響
く言葉まで。どうしたら
うまくなるのか、挨拶は
なぜ大切なのか。家族み
んなで野球を楽しめるよ
うになる本。

募集分野　教養・文芸・軽体操・ものづくりなど
　　　　　  　　　　初心者でも楽しめる初級講座

講師資格　龍郷町教育委員会が認める方　
本講座の条件　受講生が10名以上となること　

募集期間　令和２年12月28日まで
詳細は、りゅうがく館事務室までお問合せください。

令和３年度
りゅうがく館生涯学習講座　新規開設講座募集
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成人式の準備はおすみですか？

本場奄美大島紬
購入費等助成制度

問合せ先：役場企画観光課　☎（６９）４５１２詳しくは町HPをご覧いただくか、右記まで問合せ下さい。

わきゃシマの玉黄金

10 october

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。

　　　　　　　　   

義岡 ゆめちゃん  R1.10.21 生
  手広　父  正章   母   由里香

　　　　　　 ほのか

榮 洸花ちゃん  R1.10.29 生
  瀬留　父  広大   母   望美

　　　　　　　　   しんのすけ

德永 心之丞くん  R1.10.31 生
  中勝　父  涼   母   美緒里

　　　　　　　　   ひなた

窪田 暖大くん  R1.10.10 生
  嘉渡　父  映仁   母   智子

　　　　　　　　    み　と

西村 心翔くん  R1.10.20 生
  下戸口　父  考司   母   恵里佳

お
兄

ち

ゃんお姉ちゃん、だーい
好

き
♥

あ

んよがとっても上手だね
！ 歩

くのだいすき！暴れん坊
★

ボール遊び大好き★ すくすく成長中！
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リュウキュウスズクサ
　今月は少し敷地から出た場所に自生している植

物をご紹介します。リュウキュウスズクサ（絶滅危

惧種ⅠＡ）です。奄美～沖縄に自生していましたが

絶滅したとされていた植物なのですが、調査が行わ

れ奄美大島にわずかに自生していることが確認さ

れた植物です。本町では林道を中心にひっそりと自

生しています。こちらでは白い花ですが他市町村に

はピンク色の株もあります。

【
9
月
届
出
】

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 敬

称
略

保
護
者

博
幸

大政
宗

健
太
郎

隼
人

友
宏

寛
俊

玉
里

大
勝

浦赤
尾
木

秋
名

大
勝

幾
里

【
９
月
届
出
】

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

成
海

牧
統

西吉
元

村
﨑

久
保

喜
多
林

桧
李

千
弥

芹
夏

結
菜

空
羽

瑠
鶴

凪
沙

山
田

　力

山
田

　勝
一

成
海

　マ
サ
ヨ

川
元

　忠
一

温
田

　隆
久

坂
江

　照
代

林

　ウ
ミ
子

藤
野

　オ
メ
ト

福
山

　哲
男

大
司

　純
彦

大
勝

秋
名

秋
名

中
勝

手
広

円浦  

愛
寿
園

嘉
渡  

龍
郷
の
里

大
勝

瀬
留

(
40)

(

70)
(

85)
(

78)
(

56)
(

72)
(

97)
(

96)
(

84)
(

97)

香
典
返
し
お
礼
　老
ク…

老
人
ク
ラ
ブ

社
協…

社
会
福
祉
協
議
会

・
大
司
保
郎（
故
大
司
純
彦
）

瀬
留
集
落
／
社
協

・
坂
江
由
美
子（
故
坂
江
京
子
）

愛
寿
園
／
社
協

・
栄
友
子（
故
栄
正
文
）  

社
協

・
久
保
正
昭（
故
久
保
カ
ヨ
子
）  

愛
寿
園

嘉渡10㊋・24㊋

円４㊌・11㊌・18㊌・25㊌

安木屋場３㊋・10㊋・17㊋・24㊋

瀬留１㊐・20㊎　玉里７㊏・14㊏

浦９㊊　大勝18㊌　川内16㊊

中勝５㊍・19㊍12：00～　下戸口20㊎

中戸口12㊍　上戸口３㊋・17㊋　

手広20㊎　赤尾木１㊐・21㊏

芦徳９㊊・11㊌20：00～・22㊐・25㊌20：00～

11月どぅくさ会　明記ない場合は14：00～

圓山　明博竹山　太陽

新
規
採
用
職
員
　
令
和
２
年
４
日
１
日
付

まるやま　　　あきひろたけやま　　　たいよう

大島地区消防組合龍郷分署派遣職員

寄
付
の
お
礼

「
広
報
た
つ
ご
う
」
へ
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
愛
知
県
名
古
屋
市
　
荒
垣
義
満 

様

・
鹿
児
島
県
奄
美
市
　
根
釜
瑞
枝 

様

・
沖
縄
県
島
尻
郡
　
　
内
山
君
代 

様

・
兵
庫
県
尼
崎
市
　
　
城
崎
勝
美 

様

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の

お
知
ら
せ

　
放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自

然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
交
流
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１
ま

で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
出
願
期
間
は
、
第
１
回

は
２
月
28
日
ま
で
、
第
２
回
は
３
月
16
日
ま
で
。

お
詫
び
と
訂
正

　
令
和
２
年
10
月
号
広
報
た
つ
ご
う
に
お
い
て
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
４
ペ
ー
ジ
【
誤
】
重
田
ヤ
エ
さ
ん

　
　
　
　
　  【
正
】
重
信
ヤ
エ
さ
ん

か
い
り

ち
ひ
ろ

せ
り
な

ゆ

な

く

う

る

か

な
ぎ
さ

20 歳  玉里集落19歳  赤尾木集落

※年齢は令和2年10月1日現在

令
和
２
年

11
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

そ
の
他

お
知
ら
せ

ト
ピ
ッ
ク
ス

一
般
会
計
決
算

龍
郷
町
に

移
住
し
ま
し
た

エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト

保
健
福
祉
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

宝
く
じ

一
般
助
成

ナ
イ
ト
ツ
ア
ー

実
証
実
験

ふ
る
さ
と
納
税

自
衛
官
募
集
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アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
今年：27件 2020.10.6現在

問合せ先：生活環境課☎69-4525
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令和２年度第２回巡回狂犬病予防注射日程表８

○どの会場でも予防注射を受けることが出来ますので、ご都合のよろしい会場にお越しください。○注射料金＋

注射済票交付手数料…3,400円 (１頭あたり）○新規登録手数料…3,000円（転入した際の変更届は無料）○必ず、
首輪・引き綱（リード ) を着用すること。○排泄物（フン）は、飼い主が始末しましょう。

※犬の転居・譲渡・死亡など登録事項に変更がある場合は、役場への届出が必要です。

問合せ先  生活環境課　☎0997-６９-４５２５

龍郷町行事予定11月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24

29 30

25 26 27 28

龍郷　毎週木曜　午前9時半～
秋名・幾里　毎週木曜　午後2時～

　

大勝　毎週木曜　午後2時～
川内　毎週金曜　午後7時半～
芦徳　第１·３・４・５月曜　午後２時～

■どぅくさ会  14:00~16:00

■でぃでぃクラブ
　りゅうがく館13:30~16:00
■保健センター開放
　乳幼児対象 10:30~16:00

■楽らく体操教室

■どぅくさ会  玉里

■どぅくさ会  　
　円・芦徳20：00～

民児協定例会
■3歳半児健診
　どぅくさあや館
　12：30～
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会         中戸口

■子育てサロン
　かめのこクラブ  
■でぃでぃ
■楽らく川

　　
■どぅくさ会  玉里■巡回狂犬病予防

　注射(下記参照)
　　

　　
■保健センター開放
■楽らく芦・浦
■どぅくさ会 芦徳

　
■どぅくさ会
　嘉渡・安木屋場

■どぅくさ会  円
　

■どぅくさ会
　瀬留・赤尾木
■厚生連健診
　りゅうがく館
　７:30～

　　
■保健センター開放
■楽らく芦
■厚生連健診
　りゅうがく館
　７:30～

文化の日
■どぅくさ会

安木屋場・上戸口

　
■2歳半、5歳児歯科
健診どぅくさあや館
13：00～
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会 中勝

■保健センター開放
■でぃでぃ
■楽らく川

■どぅくさ会
　円・芦徳20:00～

■楽らく秋・龍・大
駐在員会

■子育てサロン
　かめのこクラブ  
■でぃでぃ
■楽らく川

■どぅくさ会 芦徳
　

勤労感謝の日
■楽らく芦 ■どぅくさ会

　嘉渡・安木屋場

　
■保健センター開放
■楽らく芦

■母子歯科相談　
　どぅくさあや館
　13：00～
■どぅくさ会 
　円・大勝

■楽らく秋・龍・大  
■どぅくさ会
　中勝12：00～  

■子ども広場保健
センター相談日
■でぃでぃ
■楽らく川
■どぅくさ会
瀬留・下戸口・手広

■どぅくさ会 
　赤尾木

■保健センター開放
■楽らく芦
■どぅくさ会 川内

■どぅくさ会
　安木屋場・上戸口

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

旧：10月1日

旧：10月15日


